
 

 

 

関西福祉科学大学高等学校 

校長 尾 﨑 雄 作 

 

平成２６年度 関西福祉科学大学高等学校 学校運営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

 
・建学の精神「感恩」の実践、校訓「明朗・友愛・誠実」を生かした校風を確立する。 
・基本的生活習慣が身に付き、すぐれた教養と学力をそなえた生徒を育てる。 
・感謝の心を持った豊かな情操をはぐくみ、自立心のある人の育成を図る。 
 

 

２ 中期的目標 

１ 教育の質の向上 

（１） 授業の質の向上 

      授業アンケートや公開授業等を活用し、授業の質の向上を目指す。 

授業アンケートでは、総体平均７０．１点（昨年度）を、今年度７２点にすることをめざす。次年度以降１点ずつ上げて、平成２８年度 

には７４点を目標とする。 

（２） ４コース体制の充実と見直し事項の検討 

       平成２５年度より始まった４コース制（特別進学Ⅰ、特別進学Ⅱ、進学、保育進学）について、前年度の反省を生かしつつ、教育内 

容をより良いものにしていく。４コースがそろう平成２７年度２学期以降にはコース内容の見直しを含め、教育課程の検証も実施する。 

（３） 課外活動・クラブ活動の充実 

  課外活動を充実させ、昨年度のクラブ入部率４４．４％を４８％以上となることを目指す。次年度以降１％ずつ上げて、平成２８年度 

には５０％以上を目標としたい。 

（４） 進学実績の向上 

特別進学Ⅰコースを中心に、特別進学Ⅱコースからの合格者も合わせて、関関同立と産近甲龍５０名の合格をめざし、平成２８年度 

にむけて堅持できるようにする。 

（５） 学園総合力の向上 

     併設の大学、短期大学、幼稚園との連携を密に、本学園ならではの総合力教育を発展させる。具体的には大学、短期大学との連携で 

    進路意識を高めるプログラムを実践し、保育進学コースについては、短期大学教員による週１時間の保育に関する知識、技能を身につ 

ける授業を実施している。また併設幼稚園では、複数回保育実習を実施している。各試みに関しては、実施後検証を行い、年度を重ね 

る中でより充実させる。 

２ 組織拡充 

教育力の向上と積極的な広報活動により、平成３０年度に向けて生徒数１，０００名を堅持できるようにする。 

３ 教育環境の充実 

校内生活および学習環境の整備 

 本年度夏期休業中に高校１号館の耐震化を実施。平成２９年３月竣工をめざし、新校舎建設を計画する。 

 また日常の生活の中で省エネ教育を実践する。 

４ 地域貢献 社会に必要とされ、愛される学園 

（１） 全校生徒を対象とした地域周辺の美化活動の実践を継続する。 

（２） 地域主催行事へ積極的に参加する。具体的には市民フェスティバルなどのイベントへ積極的に参加する。 

    平成２７年度には、本校教員が担当する社会・理科の市民講座を実施予定。 

 

  



 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的 
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 
学校関係者

評価 

１ 

教
育
力
の
質
の
向
上 

（１）授業の質の向上 

 

 

（２）４コース体制の

充実と見直し事項

の検討 

 

 

（３）課外活動・クラブ

活動の充実 

 

 

（４）進学実績の向上 

 

 

（５）学園総合力の向 

  上 

 

 

（１）年度当初に各教科・各授業に対し「年間授業

計画」を作成する。教科内で確認の上、教務、管理

職でも確認のもと授業を進める。各学期終了後、実

施内容、進度、考査結果の状況など確認し、次学期

に役立てる。 

・教科主体で公開授業、その後の反省会を行う。 

・授業アンケート（７月：１学期期末考査後実施） 

の結果を基に、授業アンケートについては、各教員、 

教科内で検証、今後の対策を練る。満足度調査につ 

いては、係で分析の上、職員会議で報告。関係部署 

で検証の上、今後の課題を検討する。 

（２）学年会議、コース会議を通じて、コース内で 

の取り組み内容を吟味する。実施後、見直し検討に 

向け、課題を見つける。 

（３）生徒会と各クラブが連携し、クラブ紹介の方 

法を、回数も含め工夫する。また積極的にクラブ体 

験を受け入れるようにする。 

・課外活動についても、他の年間行事を踏まえた上 

で、教務、生徒会等の部署で検討の上、充実させる。 

（４）進路指導部と、特に特別進学Ⅰ・Ⅱコースを 

中心に進路指導計画を策定の上、各教科との連携を 

基に指導を行う。 

（５）学園内大学・短大・幼稚園との連携に関する 

担当者会議を行い、これまでの取り組み内容をベ 

ースに、課題や改善点を見いだし、より良い取り組 

みを作り上げる。（併設校の入試説明会、保育進学コ 

ース授業など） 

（１）「年間授業計

画」の最終実施状 

況で、計画通りの科目 

総数が８５％以上達成 

していること。 

・授業アンケートで 

の総体平均値が７２ 

点となること。 

（２）高校生活満足 

度調査の「学校生活 

の有益性、充実度」 

に関する質問の肯定 

的回答率がそれぞれ 

６０％であること。 

（３）クラブ入部率 

４８％以上であるこ 

と。 

（４）卒業生徒の進 

路決定率１００％。 

・関関同立と産近甲 

龍以上５０名以上の 

合格。 

（５）実施内容と生徒 

の満足度を基準とす 

る。 

（１）「年間授業計画」の計画通り 

実施出来た科目数は、総数１５２ 

科目中１３２科目、８７％の達成 

率であった。（○） 

 

・授業アンケートでの総体平均が 

７２点で、丁度目標としていた数 

値となった。また、質問の中で特に 

評価の高かった項目としては、「生 

徒と教員の関係」や「説明の話し方」 

があげられ、その点は一定の収穫だ 

と思われる。（○） 

（２）高校生活満足度調査の「学 

校生活の有益性、充実度」に関す 

る質問の肯定的回答率は、「有益 

性」：４１．９％、「充実度」：６ 

６％であった。この結果も参考 

に、４コース制３学年が揃う平成 

２７年度に見直しを実施したい。 

（△） 

（３）今年度のクラブ入部率は、４

２．３％で、昨年度より２．１％減

少。その原因は３年生の退部率が影

響しており、１、２年生の入部率で

言えば、４９．４％、４７．４％と、

ほぼ半数を占めていた。（△） 

（４）進路決定率９４．４％。 

・関関同立と産近甲龍以上２８名 

合格。(×) 

 

 

（５）内容、生徒の感想とも概ね良

好。（○） 

概ね良好と評

価でできる。 

（○） 

 

 

概ね良好と評

価でできる。 

（○） 

 

 

 

 

日々有益であ

り、充実して 

いると実感で

きる学校生活 

を期待する。

（△） 

 

 

活発な課外活

動、クラブ活 

動の活性化を

望む。（△） 

 

生徒の満足す

る進路決定と 

進学率の向上

を期待する。 

(×) 

良好と評価で

できる。 

（○） 

 

２ 

組
織
拡
充 

組織拡充 

 

 

 

 

・入試広報部と運営委員により構成される「入試 

委員会」で対外的な募集・広報活動計画と校内に 

おける入試説明会のプランを策定し、全教職員で内 

容を共有することで、学校運営への参画の意識を一 

つにする。 

・学校・入試説明会、 

体験入学の参加人数が 

昨年度を上回ること。 

・新入生３００名、生 

徒総数９００名。 

・今年度の学校・入試説明会、体験 

入学の参加人数は、計２，１２４人 

で昨年比３５０人増であった。（○） 

・今年度当初の全校生徒数は９１７

名で、昨年度の８０３名より１１４

名増となったことは大きな成果で

あったが、ただし今年度の年度末に

は８９６名となり、２１名の転退学

があったことは、次年度の大きな課

題としたい。（○） 

良好と評価で

できる。（○） 

 

良好と評価で

きる。（○） 

 

 

３
教
育
環
境
の
充
実 

校内生活および学習 

環境の整備 

 

 

 

・夏期休業中に高校１号館の耐震化を実施。 

・耐震化に合わせて、一部教室、トイレ、廊下の 

改修工事も行う。 

・日頃から‘ものを大切にする意識’、‘省エネの意 

識‘を、教職員、生徒の間で話題にする。 

・計画事項を無事完了 

すること。 

・計画事項を無事完了。(○) 

 

 

 

良好と評価で

きる。（○） 

 

 

 

 

４ 

地
域
貢
献 

（１）美化活動の実践 

 

（２）地域行事への参        

  画 

 

 

 

（１）生徒会美化委員会が立案、主催する、本校の

伝統である‘美化ボランティア’活動を、今年度の

生徒数・クラス数に見合う形で実施する。１回目は

全校生徒(希望者)対象で６月中旬実施、２回目は１，

２年全生徒対象で１０月下旬を予定する。 

（２）地域の市民フェスティバルへの参加。 

・地域の防災マップ作りへの参加 

（１）計画通り実施す

る。 

  

（２）予定通り参加す

る。 

 

 

（１）計画通り実施できたが、次年

度はさらに良いものを目指し、検

証が必要。(○) 

（２）予定通り参加。(○) 

 

 

 

良好と評価で

きる。（○） 

 

良好と評価で

きる。（○） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析 

 

【教育活動等】 

・生徒による授業アンケート（平成２６年７月実施）の結果では、目標としていた７２点（昨年度より２点向上）に到達した。 

・「授業研究」については、昨年度から制度を見直し、これまでの形式を基に各教科主体で取り組んできたが、１月の教員を対象とした「学校診断（自己アンケート）

によると「公開授業等の「研究授業」を行い、教科会議等を通じて、授業のスキルアップを図っている」との問いに肯定的な回答をした割合は、昨年度より２．４％

低い３２．１％となっている。今後、教科内での話し合いを重ね、内容や形式を改善し、成果の上がる取り組みにしなければならない。 

・４コース制の取り組みとコース制の機能についての問いに対する教職員の意識については、昨年度とほぼ同じ結果となっていた。平成２７年度の４コース制の３

学年完成時には、教育内容、教育課程等全般に関する検証、見直しが必要である。 

・学習指導に関する教員と保護者のアンケート「学校評価」の比較では、指導計画に基づき、着実に学習指導を行っている割合は、教職員の場合、８１．１％で、昨

年度より１．１％向上したが、保護者の受け止め方は８３．３％で、教職員の数値を上回っているが、それでも昨年度より７．６％減退しての結果である。 

・「学習到達度の低い生徒に手厚い指導を行っている」との問いの肯定的回答は、教職員、保護者とも昨年度より８～９％向上し、教職員：８４．９％、保護者：９

１．７％。逆に「学習到達度の高い生徒に手厚い指導を行っている」との問いの肯定的回答は、教職員、保護者とも昨年度より１０％前後マイナスの、教職員：６

２．３％、保護者：９１．７％となっている。家庭学習の状況は、生徒の「満足度調査」、保護者の「学校評価アンケート」の双方を照らし合わせてみても、あまり

家庭学習をしていない状況が浮き彫りになっている。以上のデータを基に、次年度への課題を確認したい。 

【課外活動・クラブ活動等】 

・高校生活満足度調査では、今年度のクラブ入部率は、４２．３％で、昨年度より２．１％減少。 

【その他】教員と保護者の回答から読み取れること 

○教員［平成２７年２月実施分］ 

・組織・運営面での評価は高く、満足度が向上した。 

・生徒指導に関しては、自己評価も良い。 

・学習面や教育課程の活用について、昨年より評価が下がった。 

○保護者［平成２７年１月実施分］ 

・建学の精神や校訓についての意識はきわめて高い。 

・生徒指導に関しては、マナーや問題行動の指導を含め、高評価を得ている。 

・進路指導や進路相談に関しては、いくつか要望があり、課題を頂いた。 

 

 

学校評価委員会からの意見 

 

・今年度は、多くの項目で評価できるものが多く学校自己評価についても問題なしとなった。特に「授業の質の向上」については、評価指標をやや高めに設定したが、

目標も達成できその評価は高かった。 

・ また地域住民の委員からは、以前に比べ、挨拶をする生徒が増えたとの意見があった。 

・ 生徒収容に関しては、昨年度（平成２５年度）に続き、３００名以上の入学生を迎えることができたことは、評価に値する。 

・ 生徒の状況に関しては、男子が増え、落ち着いた雰囲気がある一方で、‘元気さ’という面では少し物足りなさを感じるところがある。男子生徒を含めた生徒が、 

本校の目標とする、日々‘生き生き’と元気良く今以上に活動するかが、今後の課題であるとの意見が出された。 

・評価委員会の保護者からは、学校からの連絡事項が、生徒を通して、家庭に十分に伝わっていないようなので、今後十分に伝わる手立てを考えてほしいとの要望も

出た。（ホームページの活用など） 

・ 生徒の学校生活に関して、特にグラウンドの整備（水はけの改良）や女子の制鞄の見直し、改良に関する意見が挙げられた。 

 

最後に、今年度多くの項目で評価できることがあったが次年度に向け、今回の提言や意見、課題を教職員はもとより、保護者や地域の方にも協力を求めながら、 

目標達成に向け努力、協力する必要があるとのご意見を頂いた。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 


